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資

源

や

製

品

の

大

量

輸

送

を

担

う

海

運

の

世

界

に

お

い

て

も

脱

炭

素

化

は

重

要

な

課

題

と

な

っ

て

い

る

。

　

一

度

に

数

十

万

㌧

の

原

油

を

運

ぶ

油

送

船

（

タ

ン

カ

ー

）

や

数

万

個

の

コ

ン

テ

ナ

貨

物

を

運

ぶ

大

型

コ

ン

テ

ナ

船

は

、

何

万

㌔

㍗

に

も

及

ぶ

大

た

出

力

エ

ン

ジ

ン

で

重

油

を

焚

い

て

長

距

離

航

海

に

従

事

す

る

。

こ

の

た

め

、

重

量

エ

ネ

ル

ギ

ー

密

度

の

低

い

蓄

電

池

の

み

で

動

力

を

得

る

こ

と

は

難

し

い

。

大

型

船

を

主

力

と

す

る

外

航

海

運

の

脱

炭

素

化

に

は

、

エ

ネ

ル

ギ

ー

密

度

の

高

い

代

替

燃

料

へ

の

転

換

が

不

可

欠

と

な

る

。

　

過

渡

期

の

対

応

と

し

て

は

エ

ネ

ル

ギ

ー

効

率

の

改

善

に

加

え

、

Ｌ

Ｎ

Ｇ

・

Ｌ

Ｐ

Ｇ

・

メ

タ

ノ

ー

ル

な

ど

低

炭

素

燃

料

の

利

用

が

有

効

だ

。

船

の

燃

料

消

費

量

は

船

速

の

３

乗

に

比

例

し

て

増

加

す

る

た

め

、

減

速

の

省

エ

ネ

効

果

は

大

き

い

。

風

力

を

推

進

力

に

変

え

る

装

置

の

利

用

も

進

ん

で

い

る

。

重

油

と

低

炭

素

燃

料

を

使

え

る

二

元

燃

料

船

も

実

用

化

済

み

で

、

低

炭

素

燃

料

か

ら

バ

イ

オ

燃

料

ま

た

は

合

成

燃

料

に

移

行

で

き

れ

ば

脱

炭

素

化

も

可

能

と

な

る

。

　

脱

炭

素

化

の

選

択

肢

は

複

数

あ

る

が

、

い

ず

れ

も

一

長

一

短

あ

る

。

バ

イ

オ

デ

ィ

ー

ゼ

ル

は

既

存

の

エ

ン

ジ

ン

で

使

え

る

が

、

原

料

と

な

る

バ

イ

オ

マ

ス

資

源

は

有

限

で

あ

り

、

航

空

や

自

動

車

な

ど

他

セ

ク

タ

ー

で

の

需

要

増

加

が

見

込

ま

れ

る

た

め

、

海

運

で

の

利

用

可

能

性

に

懸

念

が

あ

る

。

近

年

発

注

が

進

む

メ

タ

ノ

ー

ル

二

元

燃

料

船

も

脱

炭

素

化

に

は

バ

イ

オ

メ

タ

ノ

ー

ル

ま

た

は

ｅ

メ

タ

ノ

ー

ル

が

必

要

で

あ

り

、

そ

の

生

産

・

供

給

体

制

の

構

築

が

課

題

だ

。

炭

素

を

含

ま

な

い

水

素

・

ア

ン

モ

ニ

ア

の

利

用

も

期

待

さ

れ

る

が

、

エ

ン

ジ

ン

は

開

発

・

実

証

段

階

に

あ

り

、

安

全

性

の

確

保

や

供

給

網

の

整

備

が

必

要

と

な

る

。

化

石

燃

料

を

焚

い

た

後

に

排

出

さ

れ

る

二

酸

化

炭

素

を

船

上

で

回

収

・

貯

蔵

す

る

方

法

も

あ

る

が

、

排

出

削

減

量

を

い

か

に

検

証

す

る

か

と

い

っ

た

課

題

が

あ

る

。

　

海

運

の

脱

炭

素

化

に

明

確

な

答

え

は

な

く

、

技

術

・

コ

ス

ト

面

で

多

く

の

課

題

を

抱

え

る

が

、

日

本

の

海

運

業

界

は

２

０

２

１

年

�

月

、

「

�

年

Ｇ

Ｈ

Ｇ

ネ

ッ

ト

ゼ

ロ

」

に

挑

戦

す

る

こ

と

を

表

明

し

た

。

　

日

本

の

船

会

社

が

運

航

す

る

日

本

商

船

隊

（

出

所

：

国

土

交

通

省

資

料

＝

グ

ラ

フ

）

は

約

２

２

０

０

隻

・

１

億

１

６

０

０

万

総

㌧

と

世

界

の

船

腹

量

の

７

％

を

占

め

、

わ

が

国

が

輸

入

す

る

鉄

鉱

石

・

穀

物

な

ど

の

「

ば

ら

積

み

貨

物

」

や

原

油

・

Ｌ

Ｎ

Ｇ

・

Ｌ

Ｐ

Ｇ

な

ど

エ

ネ

ル

ギ

ー

資

源

の

輸

送

、

自

動

車

な

ど

の

製

品

輸

出

に

不

可

欠

な

ラ

イ

フ

ラ

イ

ン

と

な

っ

て

い

る

。

こ

の

大

船

団

を

脱

炭

素

対

応

船

に

入

れ

替

え

る

に

は

膨

大

な

投

資

が

必

要

で

あ

り

、

燃

料

の

生

産

・

供

給

体

制

の

確

保

に

は

エ

ネ

ル

ギ

ー

・

港

湾

な

ど

関

係

業

界

と

の

協

働

が

不

可

欠

と

な

る

。

既

に

わ

が

国

海

事

産

業

界

は

グ

リ

ー

ン

・

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

基

金

に

よ

る

支

援

の

下

、

水

素

ま

た

は

ア

ン

モ

ニ

ア

を

燃

料

と

す

る

次

世

代

船

舶

の

開

発

を

進

め

て

お

り

、

エ

ネ

ル

ギ

ー

・

商

社

な

ど

も

燃

料

供

給

網

の

整

備

に

取

り

組

ん

で

い

る

。

　

今

後

、

ど

の

燃

料

・

技

術

が

い

か

な

る

時

間

軸

で

優

位

性

を

持

つ

の

か

は

、

船

舶

関

連

技

術

の

開

発

動

向

も

さ

る

こ

と

な

が

ら

、

各

燃

料

・

技

術

の

供

給

網

の

整

備

状

況

や

政

策

動

向

に

大

き

く

依

存

す

る

た

め

、

不

確

実

性

を

伴

う

。

一

方

で

、

気

候

変

動

問

題

の

解

決

に

向

け

て

脱

炭

素

化

を

目

指

す

と

い

う

潮

流

自

体

は

揺

る

が

な

い

と

も

考

え

ら

れ

る

。

海

運

業

界

に

お

い

て

も

、

あ

ら

ゆ

る

選

択

肢

を

考

慮

し

つ

つ

、

関

係

業

界

と

連

携

し

て

課

題

克

服

に

取

り

組

む

こ

と

が

求

め

ら

れ

る

。


